
活動資料

ユニカール

ガードライン

スタートライン

セーフティーエリア
サードサークル
セカンドサークル
センターサークル
バックライン

場　　所 プレイホール、スポーツホール

所要時間 設定なし　（約１時間～３時間）

準　　備 スライドカーペット、ストーン（青３・黄３）、得点表、筆記用具

　先攻、後攻は初回のみサドンデス形式で決め２回目以降は、前回に得点をあげたチームから始める

　。０対０の時は前回と同じ順序で投げる。プレイヤーは、交互にストーンを投げ、６人全員が投げ

　終わった時、得点を計算。これを６回繰り返し、合計得点で勝敗を決める。

①ストーンを投げる時スタートラインを越えたり、踏んだり、また、ラインの幅の範囲を超えたりし

　た時は、そのプレイは無効となる。

②ストーンを滑らせずに転がした時はストーンがセーフティーエリアにあっても反則となり、直ちに

　取り除く。移動したストーンは元の位置に戻す。

③ガードラインを完全に越えなかったストーンは失格。ただし、他のスト―ンに当たってガードライ

　ンを越えなかった場合は有効。

④バックライン、サイドラインから外れたストーンは失格で、取り除く。

⑤センターサークルに一番近いストーンに１ポイントが与えられる。その次に近いストーンも同一チ

　ームの場合は２ポイントが与えられる。同様に３番目も、そうであれば、３ポイントとなる。２番

　目にセンターサークルに近いストーンが相手チームであればその回の得点は１対０となる。従って

  １回の得点は通常１対０、２対０、３対０となり、両チームのストーンがともに、センターサーク

  ルに１番近くなった場合は、引き分けで、その時は０対０となる。また、両チームのストーンがサ

  ークルに触れていない場合も引き分けとなる。

備　　考 休憩時間の利用も可。

※用具の取り扱いと事故防止には十分注意すること。

                                             　　　　　 岩手県立県北青少年の家
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活動内容

概    要

投げ方
放り投げずに足元から滑らすように。

　　　　　　　　　　　　サイドライン

　専用カーペットの上でプラスチック製のストーンを滑らせるスポーツであり、室内版のカーリング
といっていいだろう。カーリングの理論に裏づけられているだけに、奥深さがある。


